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第 六 章

生業から 造り 出さ れる 景観
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第一部 「 伊庭の文化的景観」保存調査

1 　 伊庭の農業サイクルと 景観

（ １ ）生業としての農業

　 伊庭集落には、 商店や小規模な工場が多数あっ たこ と が明ら かと なっ ており 、 純農村的

な集落景観と いう よ り も 、 流通・ 往来の機能を 備えた集落景観であっ た。 その意味におい

ては、 多様な生業がなさ れていた集落である と 評価でき る が、 商売に従事し ている 家のほ

と んど が農業兼商売と いう 生業形態であ り 、 農業に従事せずに製造業や商業に特化し てい

る 家は少なかっ たと いう 。 よ っ て、 多様な生業と いう よ り も 、「 半農半Ｘ 」 と いう 生業形

態が地域を 支えていたと 評価し た方が、 よ り 適切に伊庭を 表現し ている と 言える だろ う 。

　 こ のよ う にみたと き 、「 半農半Ｘ 」 の前半、 すなわち農業が伊庭の地域ら し さ の形成に

果たす役割は小さ く ない。

　 伊庭の農業の中心を 占める のは水田耕作である 。 ま た、 集落の周辺に畑地が一部ある ほ

か、 自家消費用の小規模畑地が集落内（ 屋敷地内） にあ る 。 こ れら の土地利用や耕作方法

など については、 農業の機械化、 内湖干拓、 農道整備、 圃場整備と いっ た戦中・ 戦後の大

規模事業に大き な影響を 受けている 。 本節では、 大規模事業が完了する 以前の農業につい

て確認し 、 その後、 現在の景観の中に残存する 要素を 取り 上げる こ と にし たい。

　 なお、本節の調査は平成 27 年 6 月 2 日、7 月 21 日に実施し た、大西恵三氏（ S30.2 生）、

奥村耕司氏（ S16.7 生）、 辻吉弘氏（ S19.10 生）、 村田正弘氏（ S14.1 生） への聞き 取り 調

査を も と にし たも のであ る 。

（ ２ ）田畑の分布と所持

　 伊庭集落の周囲にある 水田は伊庭の住民が所持、 耕作し ている 。 集落の中を 流れる 伊庭

川の南北で、 おおよ そ、 水田所持の場所が別れており 、 北側住民は集落の北側に、 南側住

民は集落の南側に所持する こ と が多かっ た。

　 土地改良後は、 地域を 越えての土地所有、 耕作はほぼなく なっ たが、 土地改良前は、 例

えば乙女浜と の境界付近の水田には、 他地区の住民が耕作する 水田も あっ たと いう 。

　 社寺に付属する 水田については、 妙楽寺や各寺も 田を 持っ ていた。 ま た、 大濱神社は神

社の前（「 ツ ジウ チ」と 呼ばれる 現在駐車場になっ ている 場所）に 3 ～ 5 畝程度の水田があ っ

た。 こ の田に「 御神田」 の碑があっ た。 大濱神社の境内社である 五位田神社や道租神社も

持っ ていたと 記憶さ れる 。 それ以外の社寺について詳細は不明である が、 所持し ている 在

地があ る 。

　 なお、畑地も 一部にあ り 、例えば小字「 篠田」 の小高く なっ ている と こ ろ に 2 反ほど あ っ

た。 ま た、 小字「 五軒町」 には石垣を 伴う 水田よ り も 高い地区があり 、 そこ では桑が作ら

れていた。

　 集落の屋敷内にも 小さ な畑地があり 、それについては第五章 1 節に述べたと おり である 。
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（ ３ ）移動の手段

　 集落の住民は、 田舟（ 写真

240） を 使い、 伊庭川（ 内湖）

を 通っ て 水田に行っ た。 集落

北側で は田舟と 、 農道を リ ヤ

カ ーを 引いて 移動する こ と も

あ っ た。

　 水路では、 水路に設け ら れ

た「 メ ン ド 」 の開け閉めによ っ

て、 高低差を つく り 、 進ん で

い っ た。 メ ン ド を 閉め る と 5

～ 10 分ほ ど で 水が 溜ま っ た

と いう 。 な お、 集落内外に展

開する 水路と そ の利用法につ

いては、 第四章 3 節にて確認いただき たい。 こ こ では、

住民の一年のサイ ク ル内に位置づけ ら れた 水路と の関

わり のみ掲げておく 。

　 生活用水や田舟利用を 維持する ために、 7 月中旬頃に

実施さ れて いた「 かわざ ら え 」 は集落内を 流れる すべ

て の川・ 水路が対象であ り 、 非農家を 含めた 集落全戸

が参加し た。「 ジョ レ ン（ 鋤簾）」 等（ 写真 241） を 使っ

てすく っ た泥は、 畑に撒かれたり し た。

　 3 月に実施さ れた「 ゆがわさ ら え」 は農地に水を 供給

する 水路が対象であ り 、 農家のみが参加し た。 清掃す

る のは自ら の耕作地に関係する 川であ り 、 作業は流域

ご と に実施さ れた。 日を 決めて 一斉に行っ た が、 上流

が終わら な け れば下流は作業でき な いので、 上流側を

優先さ せた り 手伝っ た り し た と いう 。 水路から すく っ

た泥は畦塗り に使用さ れた。

　 農道整備が始ま る と 、 田舟を 使っ た水田耕作はなさ れなく なり 、 昭和 32 ～ 33 年頃が

最後であっ た。 その後は、広く なっ た道を 使っ てリ ヤカー（ 大八車） で運搬作業を 行っ た。

そのほか、 田舟の場合は湖面がシケと なっ た際に転覆の心配があっ たため、 田舟よ り リ ヤ

カ ー（ 大八車） の方が安全だっ たこ と も 、田舟利用が減少し ていっ た理由の 1 つであっ た。

写真240　 田舟
写真は2012年8月30日の田舟復元イベント 時のも の　 辻委員提供

写真241　 鋤簾
東近江市能登川博物館蔵
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（ ４ ）稲作のサイクル①田作りと 稲の刈り取りまで

　 水運を 利用し て稲作が行われていた頃の水田の耕作・ 利用サイ ク ルを 簡略に示すと 表

28 のよ う になる 。

表28　 水運利用時期の伊庭における田の農業サイクル
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

田

稲
し たみあげ

中かじり
畦塗り

種も みを
水につける
（ 川・ 水路）

苗代
（ 50日ほど）

田おこし
水をはり，
鍬でかじる

田植え
車つき

土用： 百万遍
(虫送）
草とり

草取り
水やり

(みずぐるま）

田刈り
はさ がけ

田刈り
はさ がけ

田刈り
はさ がけ

麦
藻ぬかを
いれる

麦刈り
畝つくり
麦播き

菜種
藻ぬかを
いれる

菜種刈り
苗つくり
（ 畑）

田に移植

レンゲ
レンゲを
一緒に

掘り込む
播種

わらまき
（ 寒さ 対策）

（ 肥料） 干し ニシン 藻土
追肥

（ 土用までに）
追肥

（ 硫安）

畔 大豆 播種 収穫

内湖 藻土
サイコ ロ
状にして
田にまく

藻土取
（ 7 月2 0 日
～8月10日
頃まで）

水路
ゆがわ
ざらえ

かわざらえ

　

　 水田を 使っ た耕作・ 栽培のパタ ーン は、 ①稲のみを 栽培、 ②稲と 麦を 栽培、 ③稲と 菜種

を 栽培、 ④稲と レ ン ゲを 栽培、 と いう ４ つが確認さ れる 。

　 伊庭でも っ と も 多く 見ら れる のは、 ①稲のみを 栽培する と いう 水田利用であっ た。 田植

え については 6 月から 始めら れたが、 それ以前の 2 月頃から 田を 作っ ていく 作業を 行っ

ていた。 2 月頃に「 し たみあ げ」（ 下水あ げ）・「 中かじ り 」 を 行っ て土を 作っ ていく 。 そ

の際、 前年の夏に採取し て干し ておいた藻土（ 後述） を サイ コ ロ 状に割っ て田に投入し 、

肥料と し た。 肥料については、 田作り の前に干し ニシン を 入れる こ と も あっ たと いう 。 一

方、 畦畔についても 「 あ ぜぬり 」（ 畔塗り 。「 あ ぜつけ」「 く ろ つけ」 と も ） を し て水を 張

る 準備を 進めていっ た。

　 その後、 3 月 20 日前後に種籾を 川や水路の水に浸け、 4 月上旬に苗代を 作る 。 苗代は、

水を 引き やすく 、 水路陸路と も に苗を 運搬し やすい場所に作っ た。 なお、 苗代前には苗の

生育を 助ける 燻炭を 播いた。 燻炭は前年の冬に籾殻を 使っ て自ら 作っ ていた（ 後述）。

　 苗代を 作っ た後、 5 月には水田の畦畔に大豆を 植えた。 5 月頃から 、 苗代を 残し て「 た

ほり 」（ 田堀り ＝田起し ） を し た。 田を 起こ すのは 1 回で、あ と は水を 入れて 2 回ほど「 か

じ っ た」。「 たほり 」 の際、 レ ン ゲを 育てていた田（ 上記④） については、 レ ン ゲを 一緒に

鋤き 込んで肥料と し た。
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　 ６ 月頃から 田植え を 始めたが、 苗は水路であ

れば田舟、 陸路であ れば苗籠（ 写真 242） や天

秤棒で運んだ。 田植え作業は労働力を 必要と す

る ため、田 1 枚ご と に実施し ていっ た。 最初は、

稲のみを 栽培する 田（ 上記①） やレ ン ゲを 鋤き

込んだ田（ 上記④） から はじ め、 その後、 麦や

菜種を 植えていた田（ 上記②・ ③） へと 作業が

移る 。 麦や菜種は 6 月になっ て収穫し 、その後、

急いで田作り を し て、 田植えを し ていっ た。

　 こ のよ う に、 田植え作業は長期間を 要する こ

と にな る が、 7 月 10 日の「 金毘羅さ ん」 の祭

礼ま でには終了さ せる よ う に、 と いう 意識を 有し て いた。 10 日の「 金毘羅さ ん」、 13・

14 日にあ っ た「 祇園祭り 」 は集落の祭礼であ り 、 相互に客と し て招いたこ と も あ り 、 田

植え を 10 日頃ま でに終わら せておく 必要があ っ たのだと いう 。 なお、 田舟を 利用し てい

た者は、 特に「 金毘羅さ んに感謝し ていた」 と いう 。 こ れは「 金毘羅さ ん」 の勧請元であ

る 金刀比羅宮が海（ 漁・ 船） に関わる 信仰を も っ ていたこ と と 関わる のであろ う 。

　 ７ 月の土用には、 妙楽寺で虫送り 行事「 百万遍」 が行われる 。 妙楽寺の門徒か否かに関

係なく 、 水田耕作を 行っ ている 者はすべて参加し 、 農作業は休みと なっ た。 百万遍では御

仏飯が配布さ れる が、農家はこ の御仏飯を 水田に持っ ていき 、ヨ シで挟んで「 みと ぐ ち」（ 水

戸口） に立てておく 。 それが虫除けになる と さ れていたためであ る 。 なお、 百万遍は自治

会によ っ て現在も 続けら れている が、 御仏飯を 水田に持っ ていっ て水田に立てる と いう 行

為はさ れなく なっ ている 。

　 こ の土用の時期になさ れたのが内湖での藻土取り である 。 田舟で内湖に向かい、 柄の長

い藻かき ダモ（ 写真 243） で藻土を すく い、 舟がいっ ぱいになる ま で入れていく 。 藻土取

り は１ 日２ 回程度実施さ れていたが、 須田川地域では先を 競っ て藻土を 採る 光景が見ら れ

たと いう 。 ま た、 舟が沈没し ないよ う 「 ちぎり 」 を 使っ て舟を 反ら せて藻土を 舟から 落と

す技法など が代々伝えら れた。

　 採取し た 藻土は 2 ～ 4 月頃

ま で乾燥さ せて おく 。 内湖の

近く に田を 所有する 農家はそ

の一角を 、 所有し て いな い農

家は屋敷地内の畑（「 屋敷畑」

（ ヤシキ バタ ケ）） を 「 藻土場」

と し 、 そ こ に藻土を 高く 積み

上げて 乾燥さ せた。 4 ～ 5 軒

写真242　 苗籠
東近江市能登川博物館蔵　 上杉撮影

写真243　 藻かきダモ
東近江市能登川博物館蔵　 上杉撮影
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でま と めて置いていたと こ ろ も ある 。 その後、 次の年の田作り の際に田に播く が、 乾燥し

た藻土を 砕く 作業は田で行っ たため、 屋敷畑で乾燥さ せていた家は、 2 月頃に田ま で運ん

で行っ た。

　 こ の藻土取り 、及び藻土場の存在は、藻の採取可能な地域でのみ展開可能なも のであり 、

伊庭の水田耕作を 特徴づける も のである と いえる 。

　 こ の藻土取り を する 頃から 8 月にかけては、 水田の水量管理や草取り が中心的な作業

と なっ た。 水については「 じ ゃ ぐ る ま 」（ みずぐ る ま ） を 使っ て水路から 汲み上げる ほか、

水田の横の道沿いに設置さ れた井戸から 水を 採る こ と も あっ た。 伊庭の水田地区は内湖近

く のため、 地下水位が比較的浅いため、 井戸を 設置する こ と はそれほど 困難ではなかっ た

と いう 。

　 9 月になり 、 田の水が少なく なる と 、 稲が植えら れている 田にレ ン ゲの種を 播く 。 次年

度の田の肥料と する ためであ る 。 ま た、 田作り の時期に畦に植えていた大豆を 収穫する 。

大豆は田刈り の障害と なら ぬよ う 、 必ず田刈り 前に収穫し ていたと いう 。 そし て、 屋敷畑

や集落外の畑の一画に菜種を 植え 、 苗つく り を 始める （ 後述）。 こ のよ う に 9 月頃には、

稲作以外の作業がある も のの、 稲に関し て大き な作業はなく 、 比較的手が空く 時期であっ

たと 回想さ れている 。

（ ５ ）稲作のサイクル②稲の刈り取り後の作業

　 10 月にな る と 、「 た かり 」（ 田刈り ） の時期と な る 。 田刈り には稲を 干す「 はさ がけ」

の時期も 含むが、 はさ がけに 2 週間ほど かかる 場合があ っ たのに加え 、 田 1 枚ずつ進め

ていっ たため、 田刈り は 10 ～ 11 月の長い期間が当てら れる こ と になる 。 ただし 、 11 月

20 日に彦根のえ びす講、 12 月 1 日に能登川のえ びす講があ り 、 こ れま でに田刈り は終

わり たいと いう 意識があ っ た。 実際に稲を 刈る 時期は集落全体でみれば幅があ っ たが、 品

種の違いや農家ご と の違いと

い っ た 点が 大き く 、 1 つの 農

家単位の栽培する 同一品種で

考え れば、 田植え の開始時期

がずれて いて も ほぼ同じ 時期

に刈取り さ れていたと いう 。

　 田刈り 作業に集落内で固定

的な 組織が機能する こ と はな

く 、 むし ろ 集落内外の親戚な

ど を 頼っ て 手伝っ て も ら う こ

と が 普 通で あ っ た。 た だ し 、

機械化の進んだ現在は、 そ う写真244　 ほうしこ
上杉撮影
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いっ た手伝いを 頼むこ と はない。

　 はさ に利用する 竹（ はさ だけ） は、 屋敷地内の小屋、 も し く は水田の中で運搬作業に便

利な場所――田舟を 泊める 「 ほり 」 の側や道路沿い――に建てた小屋に保管し ていた。 小

屋の庇部分に丸太を 立て、 そこ に竹を 積んでいた。「 はさ だけ入れ」 と 言っ ていた。

　 田刈り 後、 籾摺り 等の作業は屋敷地内の「 コ ヤ」（ 小屋） で行われた。 屋敷地内への運

搬には「 ほう し こ 」（ いじ こ ）（ 写真 244） と いう わら 製の用具が用いら れた。 1 反に付き

10 ～ 15 個ほど のほう し こ が必要であ っ た。 ま た、 田舟に積む際にはほう し こ を 2 段に

重ねて運んだと いう 。

　 籾摺り 後、 籾殻は専用の機具（ 写真 245） で燻炭にさ れた。 燻炭は土壌改良に効果があ

る と さ れ、 苗代や屋敷畑・ 集落外の畑など で利用さ れた。 燻炭の製造も 屋敷畑でなさ れた

が、 屋敷畑の全面が使われる わけではなく 、 燻炭作り がなさ れている 頃にも 、 年末に作る

漬物用と し て大根やかぶら 、 ひのな等が屋敷畑で育てら れていた。 燻炭製造に使われた場

所も 、 製造後は再び屋敷畑へと 機能を 変え、 自家消費用の野菜等が作ら れた。

　 一方、 脱穀後の藁は、 田の中で「 ス ス キ」 にし て乾燥保存さ れた。 20cm ほど 土を 上げ

て水を 抜き 、 杭を 立てて縄を 張り 、 そこ に 12 把 1 束から 16 把 1 束にし て 7 段ほど 積ん

でス ス キ を 作っ た。 2、 3 月ま でそのま ま 置いておいたと いう 。 1 つのス ス キ でおおよ そ

1 反分の藁が使われた。 場所は運搬に便利なホリ の近く に毎回決めて作っ ていた。 藁はそ

のま ま 売っ て資金源にし たほか、屋敷地内の「 小屋」 でほう し こ や筵、縄、かま す、菰、俵、

「 さ んた」（ 俵の両蓋） など を 作る 材料と し た。 余っ た藁は小屋のツ シ二階や余っ たス ペー

ス に保管し 、 風呂やカ マド の燃料にし た。

　 田刈り 後、 田の一部について は麦が作ら

れた。 田刈り 後すぐ に畝を 作り 、 麦播き が

な さ れた が、 麦は水に弱いので 畝を 高く す

る な ど の工夫がな さ れた と いう 。 ま た、 12

月頃には、 屋敷畑な ど に植え て 育て て いた

菜種の苗を 田に移す作業も 行われた。 麦や

菜種はこ のま ま 田で冬を 越さ せ、 田植え の

直前に収穫し ていた。

　 9 月頃に 田に 播種し た レ ン ゲ に つい て、

12 月頃にな る と その上に藁を ま き 、 寒さ 対

策を する 。 こ れを 「 レ ン ゲ のふた 」 と 呼ん

で いた と いう 。 レ ン ゲ について は、 上述の

よ う に、 田作り の際に土に鋤き 込ま れて 肥

料と さ れた。
写真245　 燻炭製造器

東近江市能登川博物館蔵　 近藤裕子撮影
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（ ６ ）農業を通じ た空間の利用

　 写真 246 は 1947 年の伊庭周辺を と ら え た空中写真であ る 。 すでに集落南側の伊庭内

湖は干拓さ れている も のの、 伊庭集落が大中の湖に隣接し て立地し ていた状況が明瞭にわ

かる 。 ま た図 101 は明治期の地籍図を も と に復原さ れた伊庭の状況だが、 集落内に河川

や水路が張り 巡ら さ れていたこ と が明ら かと なる 。

図101　 明治期の伊庭
（『 明治の古地図』より一部転載）

写真246　 空中写真　 撮影日1947年11月3日
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　 水田への接近は水路と 陸路と があ っ たが、 水路の場合、 内湖に面し た場所に舟を 留める

ホ リ がつく ら れ、 特徴的な景観を つく り 上げていた。 ホリ の近く には、 農作業の道具を 保

管する 倉庫や、 藻土など を 乾燥さ せておく 場所（ 藻土場） など が作ら れ、 集落から 離れた

場所に展開し た水田で農作業を 行う ための基点になっ ていた。

　 一方、 集落の側、 も し く は屋敷にも 基点と なる 場所があっ た。 港や水路沿いに設置さ れ

たカワ ト である 。 伊庭集落には水路に接し ていた屋敷地も 多く 、そこ にカワ ト が設置さ れ、

水路を 使っ て運搬さ れた諸物資が直接屋敷地に運び込ま れる こ と も あっ た。

　 こ のよ う に、 農業から みた伊庭の空間と は、 ①水田（ 畑）、 ②内湖、 ③屋敷地、 そし て

こ れら を 結んでいた④水路、 ⑤道路、 さ ら に田舟を 留める ⑥ホ リ や港、 カワ ト と いっ た要

素が相互に密接に関わり あ う 中で利用さ れていたこ と がわかる。

（ ７ ）農業からみた伊庭らしさ

　 内湖畔に位置する 伊庭は集落規模が大き く 、 集落内には農業以外の様々な職業に従事

する 家が多数存在し た。 ただし 、「 半農半 X」 と いう べき 兼業形態の家がほと んど であり 、

その意味で、 主たる 生業は農業であ っ た 。 X にあ たる 部分は時代によ り 変化し てき たが 、

兼業と し て農業に従事する 家は今でも 多い。 農業は伊庭ら し さ を 生み出す大き な要因であ

る 。

　 農業は水田耕作が中心である が、 内湖や水路と 密接に関わっ て展開し た点に最大の特徴

があ る 。 それは水の確保と いう 面と 同時に、 移動・ 運搬の動線と し て面が大き い。 ま た、

内湖の藻土を 水田の肥料と し て利用し ていた点は、 内湖畔なら ではの農業形態である 。

　 農業と いう 点から みる と 、 水田（ 畑） と 集落ないし 家屋と が、 内湖や水路で結ばれてい

る と いう 空間構造であっ た。 その結びつき の象徴が田舟であり 、田舟を 係留する ホリ や港、

カ ワ ト と いっ た要素であっ た。

　 干拓によ る 内湖の縮小、 及び交通網の水路から 陸路への変化に伴っ て、 内湖・ 水路を 介

し た農業形態は見ら れなく なっ てし ま っ たが、 水路やカ ワ ト 、 港跡など にその面影を みる

こ と ができ る 。
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２ 　 集落内での生業の展開

　 伊庭は、 隣接する 大中の湖が琵琶湖最大の内湖かつ波風が穏やかであり 、 畿内と 東国を

結ぶ 3 道が集ま る など 、 物流の中継地と し て発展し てき た。 伊庭の住民有志が中心と なっ

て活動する 「 伊庭庄の歴史を 語る 会」 の「 伊庭庄の生業（ 家業） についての調査」 によ る

と 、 明治から 昭和初期の伊庭では、「 生活用品から 冠婚葬祭に関する も のま で何でも そろ

う 」 と 言われる ほど 多種多様な生業があっ た。 一方、 昭和期以降になる と 、 上下水道や電

気の普及、内湖の干拓、自動車社会への移行、都市への集約化など、伊庭内外で起き た様々

な出来事によ り 、 伊庭における 生活や生業は大き く 変化し てき た 。 本稿では、「 伊庭庄の

生業（ 家業） についての調査」 の結果に基づき ながら 、 地元住民への聞き 取り 調査や GIS

を 用いた分析を 行い、 伊庭の生業の大き な転換期と なる 昭和初期に焦点を 当てた生業の特

徴についてみていく 。

　「 伊庭庄の生業（ 家業） についての調査」 は、 伊庭の 180 軒を 対象に行われており 、 昭

和初期の家の位置、 町名、 屋号、 業種・ 業態、 創業年、 創業者、 現当主ま たは廃業時の当

主、 廃業年が記録さ れている 。 図 102 は、 こ の頃に農業（ 稲作） 以外の生業を 営んでい

た家屋の位置を 示し た。

　 表 29 は、 伊庭の生業（ 稲作農業を 除く ） を 産業連関表（ 総務省） の区分に基づき 、 そ

れぞれの分類ご と の昭和初期及び平成 27 年現在の生業数を 示す。 大分類では農林水産業、

製造業、小売業など 、10 以上の産業部門があり 、昭和初期の生業の延数は 250 であっ たが、

現在は 29 と なる 。 生業は 1 軒が複数も つこ と も あっ た 。 昭和初期に最も 多かっ た産業部

門は小売業であ り 、 続いて製造業、 サービ ス 業、 建設業、 農林水産業と なっ ていた。 現在

は、 小売業、 建設業、 サービ ス 業と 製造業と いう 順であっ た。

　 図 103 は、 昭和初期に伊庭において 農林水産業

（ 稲作を 除く ） に関わっ て いた 家屋の分布であ る 。

生業と し て、 漁業（ 漁師や魞業）、 穀類やカ ーネー

ショ ン の栽培、 養鶏、 竹屋など があっ た。 養鶏場は

鶏肉の販売目的ではなく 卵の販売目的であ っ た。 個

人で鶏を 飼っ ていた家も あ り 、 こ れは卵を 得る こ と

が目的であっ た。 ま た、 伊庭において漁業で生計を

立てていたのは 10 軒であ り 、 魚は市場や仲買に販

売し ていた。 近所の人が家に買いに来る こ と はあっ

たが個人相手の商売はほと んど 行われなかっ た。 内

湖の干拓、 特に昭和 32 ～ 43 年の大中の湖干拓前

後で多く の漁師が廃業し た。

大分類 生業数（ 前） 生業数（ 現）

農林水産業 17 1

製造業 57 2

建設業 22 9

卸売業 6 0

小売業 103 12

不動産業 1 0

運輸・ 郵便業 4 1

情報通信業 1 1

医療・ 福祉業 10 1

サービス業 24 2

その他 5 0

合計 250 29

表29　 伊庭における昭和初期及び

　 　 　 平成27年現在の生業（ 延数）
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図102　 昭和初期の伊庭における生業が確認さ れた家屋　（ 平成27年現在の家屋の配置図をもとに作図）

図 103　 昭和初期に農林水産業（ 稲作を除く ） に関わった家屋の位置（ 緑で示す）
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　 図 104 は製造業に関わっ ていた家屋の分布を 示す。 製造業と し て、醤油、乾物、麻織物、

近江麻布織物、機織り 、藍染、近江ちぢみ整理、麻織物整理、縫製業、寝具・ 座布団、割木（ 燃

料）、 桶屋、 指物屋、 洗濯のり 製造、 瓦製造、 農具の製作、 金属加工、 船大工、 田舟の製造、

仏壇漆、 提灯製造、 う ちわ製造など があっ た。

　 醤油醸造業者は、 井戸の水や木の大き な桶を 使い、 家の裏の水路から 舟で荷を 運んでい

た。 鮒ずし や漬物、 醤油の保管など に使われていた桶の製造や、 お祭り や嫁入り に使用さ

れていた提灯の製造など、 伊庭に特徴的な文化に関わる 生業も 含ま れている 。 船や田舟の

修理・ 製造は、 干拓が終わる 頃ま で重要な生業であっ た。

　 ま た、 織物関連の生業が多く 、 農閑余業の家内業と し て下請けで行い、 仕入れ業者と の

取引を し ていたため、 織物関係の生業を 営む家同士のつながり は希薄であっ た。 織機を 貸

し 出し 出機を し ても ら う 仕入れ屋と いう 業者や、 大阪や北陸へ小売り に出かけた業者も

あっ た。 織物関連では製織以外に整理屋・ 晒屋・ 紺屋・ 麩糊屋と いっ た生業があ っ た。 伊

庭では、 製造業全体の 4 割が繊維関連の生業と なっ ていたが、 昭和 30 年代ま でに３ 分の

２ 以上が廃業と なっ た。 こ のよ う に繊維業が盛んであっ た背景と し て、 江戸中期以降、 近

江商人によ っ て全国から 技術が伝えら れ、 明治初期には農業の傍ら 麻織物の製造や藍葉の

栽培を 始めたと いう 経緯がある 。 大正期になる と 繊維工業が近代化し 、 伝統的な絣織は衰

退し ていっ た。 戦後は、 国有綿の受託製織時代を 経て、 化学繊維や麻布から 綿製品に移行

し たため、 昭和中頃に工場数が半減し 、 京阪地方の問屋と の取引に限定さ れる よ う になっ

たのである 。 　

　 図104　 昭和初期に製造業に関わった家屋の位置（ 緑で示す）
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図105　 昭和初期に建設業に関わった家屋の位置（ 青で示す）

図106　 昭和初期に小売業に関わった家屋の位置（ 黄で示す）

　 図 105 は、伊庭で建設業に関わっ ていた家屋の分布を 示す。 建設業には、大工、左官業、

ブリ キ屋、 葦屋根の葺き 替え、 建築業、 設備業、 電気工事など があっ た。

　 図 106 は小売業に関わっ ていた家屋の分布を 示す。 小売業には、 呉服店、 履物店、 麻
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製品販売、 傘製造販売、 食料品店、 八百屋、 かし わ屋、 生鮮業販売、 魚の行商、 酒屋、 饅

頭製造販売、 あめ屋、 駄菓子、 丁稚羊羹、 茶販売、 米屋、 豆腐屋、 海産物、 醤油販売、 う

ど ん製造販売、 自転車修理、 家電販売、 建具店、 畳製造、 日用雑貨、 燃料、 薪炭、 文房具

販売、釣り 具販売、めんこ・ ビ ー玉、時計屋、たばこ 、骨董品、洗濯のり 、質屋など であっ た。

飲食料品小売業が 56％と 過半数を 占めており 、 周辺地域も 含め住民の日常生活に不可欠

な生業の多く が伊庭にあ っ たこ と がわかる 。 醤油については、 1 軒は醸造から 販売ま で行

い、も う 1 軒はその業者から 仕入れていた。 伊庭内だけではなく 八日市や近江の湖東地域、

西江州にも 販売し ており 、 舟や大八車で運搬する こ と も あ っ た。 菓子小売業は煎餅やビ ス

ケッ ト など で、 八日市から 問屋が売り に来ていた。 饅頭や丁稚羊羹を 作る 業者は、 近江八

幡や五個荘から 小豆や餡を 購入し ていた。 伊庭外に自転車で売り に出る こ と も あ っ た。 行

商は内湖の干拓末期や干拓後も 行われたが、 昭和 50 年代に駅前にス ーパーマーケ ッ ト が

でき て廃業し た。 伊庭の市場がなく なっ た後は安土の市場から 仕入れ、 リ ヤカーで売り 歩

いていた。 そのほか、 運輸・ 郵便業と し て、 飛脚業、 八幡通い、 船運（ 米を 運ぶ） など が

あっ た。

　 図 107 は、 サービ ス 業に関わっ ていた家屋の分布を 示す。 サービ ス 業には、 仕出し 屋、

料理屋が 10 軒あ り 、 川魚料理など を 提供し ていた 。 ま た、 貸衣装、 理髪業、 洗い張り 、

着付け、 自転車修理、 餅賃加工など があっ た。 料理・ 仕出し 業は伊庭内外の顧客が相手で

あ っ た。 伊庭内で料理屋と し て利用さ れる と き は、 同年や役員、 年忌の宴会が主であ り 、

4 月の顔見せや 5 月の祭り の時期に利用が集中し た。 伊庭外の客相手にバス の送迎や配達

を する 業者も あ っ た。 仕入れは伊庭の内外から 行っ ており 、 川魚は伊庭の漁師から 、 海魚

は安土や八日市の市場で購入し ていた。 現在では川魚も 安土（ 現在は合併し て近江八幡市

安土町） へ仕入れに行っ ている 。 かし わや鴨と いっ た鳥肉は伊庭内で調達でき たが、 その

他の牛肉など の取り 扱いはなく 、 駅前の商店街で仕入れた。 米は伊庭の農家から 仕入れ、

野菜は伊庭の農家から 直接仕入れる か、 駅前や八日市の市場で購入し た。 調味料は基本的

に伊庭の外でそろ え、 伊庭内の醤油醸造業者から 買う こ と も あっ た。 酒は伊庭の酒類販売

業者から 購入し た。 廃業年を 見る と 、 戦前にやめている か平成期に入っ ても 続けていたか

に 2 分さ れる 。
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図107　 昭和初期にサービス業に関わった家屋の位置（ オレンジで示す）

伊庭の生業と文化的景観

　 昭和初期の伊庭において確認さ れた生業の延数 250 のう ち、 漁業や水運業など 伊庭を

取り 巻く 水系のネッ ト ワ ーク に関係する 生業は 25 であ り 、 製織や染物、 整理など 織物関

連が 50、 食料品を 扱う 小売業が 57 であ っ た。 大中の湖は漁場と し て利用さ れる だけで

はなく 琵琶湖交通の要衝と し て物流の中継地であり 、 人や物が集ま る 地であっ た。 こ のよ

う に琵琶湖沿岸の水郷集落、 交通の要衝の地と し ての特徴を 併せ持っ た集落であり 、 近隣

集落の生活の中心であっ たこ と と 関係がある と 言えよ う 。 そし て、 地の利を 生かし た生業

が多種多様に営ま れていたと 言える 。 人々の生活や生業の変化に応じ て内湖や水路、 集落

の在り 方は時代と と も に大き く 変化し てき た。 一方、 陸湖の交通の要衝や水郷集落と し て

の構造を 引き 継いでき た。 伊庭には、 そのよ う な生活や生業の土台と なる 景観構成要素が

あ り 、 ま た兼業と いう 農業形態など、 こ れま で引き 継がれてき た生業の歴史を 今に伝える

暮ら し があ る と いえよ う 。
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